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組織現勢（7月1日現在）
組　合　員　数 19,645 人
出　資　口　数 90,350 口
6 月の新規加入 23 人
6 月の増資口数 566 口

２０１４年度重点課題
①　安心して住み続けられるまちづくりのために「支部の力」を強めます
　＊支部の活性化と班づくりをすすめます。
　＊「安心して住み続けられるまちづくり」を、城南３法人でプロジェクトチームを
立ち上げ中長期の計画を作成します。支部の活性化と地域包括ケアを一緒に考え
ていきます。

②　各事業所の充実と経営の安定
　＊2015年介護保険改正を視野に入れ、要支援の保険外しなどの動きに反対し行動
し、地域包括ケアを見据えたとりくみと対応を行います。

　＊介護職員確保のとりくみを強め、引き続き「ことわらない事業所」を展開し利用
者の皆さまに寄り添います。

　＊重度利用者の思いに応えるべく、介護職員の技術の向上のための学習・実習を強
化します。

　＊ゆたか調剤薬局の充実のため、利用しやすい薬局運営をめざします。
　＊グループホームの運営を、地域の方々の協力も得ながらすすめます。
③　初任者研修（旧ヘルパー２級養成講座）の成功
　＊2014年初任者研修を開催し、独自のヘルパーを養成します。
④　３年連続仲間増やし目標達成を
　＊2014年度も仲間増やし３年連続目標達成をめざします。
⑤　粘り強い支援と原発ゼロへ
　＊引き続き、東日本大震災の被災地・被災者の救援、復興支援を日常活動に位置づ
け、原発ゼロに向けさまざまな団体・個人と協力します。

⑥　区民健診を全組合員に呼びかけます
　＊保健予防活動を重視し、区民健診を全組合員に呼びかけます。
　＊がん健診をはじめとした自治体健診、アスベスト健診、予防接種などの無料化・
拡充を求めて自治体への働きかけを強めます。

⑦　組合員が楽しみ、イキイキと参加できる企画
　＊城南文化祭、ウォークラリー、バスハイク、健康まつり、ハイキング、ダンスパー
ティー、駅伝フェスティバル等を引き続き行います。

⑧　よろず相談やお元気ですか訪問で受診控えや孤立死をなくすとりくみ
　＊無料低額診療事業を行う大田病院・大森中診療所・大田歯科との連携を強めます。
また南部法律事務所・五反田法律事務所の弁護士と一緒に、ますます充実したよ
ろず相談にしていきます。

　＊青空健康相談会などでの相談活動を重視し、経済的理由での受診控えや孤立死を
なくすとりくみを広げます。

⑨　住みやすい大田区・品川区にしていくために運動します
　＊大田や品川の社会保障推進協議会とも連携し運動します。
　＊組合員の要求実現のために、署名、請願、陳情などに力を入れます。
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●　平和憲法・生きる権利を守ります
●　地域の要求に応える「誰もが安心して住
　み続けられるまちづくり」をすすめます
●　支部での活動を充実させていきます
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